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３．ものの循環に関する「持続可能な地域づくり」 

① 農業を中心とした循環利用からはじまる地域づくり 

 

あなたの地域では家畜排せつ物の処理は課題となっていませんか。 

家畜排せつ物は、堆肥にして農地に還元するのが理想であり、堆肥化施設をつくるだけでなく、

堆肥を受け入れる農業の振興も必要です。 

ここでは、家畜排せつ物の処理からはじまり、地域全体の有機物を持続的に循環利用できる地

域づくりについて考えてみましょう。 

家畜排せつ物や生ゴミなどを農業を通じて循環利用はできないでしょ
うか

地域内の有機物質循環システムを考えましょう
・地域の家畜排せつ物や家庭からの生ゴミを堆肥にし、その堆肥を使っ
  た有機野菜を作るシステムを考えてみましょう
 （参考事例：宮崎県綾町）

メタン発酵などによる自然エネルギーの利用を考えてみましょう
・家畜排せつ物などをエネルギー源として活用することも考えてみま
　しょう（参考事例：京都府八木町）

堆肥の品質保証、有機農業の認証制度を作るなどが考えられます

下水汚泥や集落排水汚泥などの有機性廃棄物へ循環の輪を拡大するこ
とが考えられます
都市部と農村地域で連携して有機性廃棄物と有機野菜の循環システム
を構築することも考えられます

廃棄物減量計画を作りましょう
・家畜排せつ物は共同処理すべきか、個別処理すべきでしょうか
・生ゴミや下水(農業集落排水）の汚泥の堆肥化のしくみを考えましょう
・農家が利用しやすい堆肥の生産・提供の方法を考えましょう

家畜排せつ物や生ゴミの堆肥化をすすめましょう
・地域の条件に合わせて共同処理施設の設置／個別処理への補助しま
  しょう　　

農家・家庭・行政の堆肥利用を推進しましょう
・農家が利用しやすい堆肥を生産しましょう
・堆肥の散布機械の共同利用を進めましょう
・家庭菜園での利用、緑化資材としての利用しましょう

地域の家畜排せつ物や生ゴミの排出状況、処理状況を廃棄物を把握し
ましょう

・家畜排せつ物の排出量と処理状況を把握しましょう
・家庭からの生ゴミの排出量、処理状況を把握しましょう
地域の農業の状況を把握しましょう

・作物別生産量、作付け面積、堆肥の生産量、利用量を把握しましょう

きっかけ

調べる

さらに

はじめの
一歩

考える

取り組む
（例）

つぎの
一歩

深める

拡げる

支える
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■参考事例 

○宮崎県綾町（事例集⑩） 

町役場、農家、町民が協力し、有機農業の振興と一体的に進められた堆肥の生産・利用の取

り組みを推進しています。 
○長野県飯田市（http://www.city.iida.nagano.jp/furusato/052/f5200.htm） 

    域産域消による循環型地域産業振興を行っています。地域を見据えた行政、農協、地域自治

会、高齢者や女性の活用によって地域の伝統的品種の掘り起こし、地域の伝統的な調理、行事

食の保存と復活をしています。さらに食事を他地域から食べに来てもらうことでの域内での消

費の活性化をはかります。また、年間２万人を越える援農を組織し、地域のエンパワーメント

と活性化を推進しています。 
※域産域消：地域でとれたものを地域で消費するという考え方 

生ゴミや畜産廃棄物から広がる
「持続可能な地域づくり」へ

さ
ら
に

つ
ぎ
の
一
歩

は
じ
め
の
一
歩

調べる

地域内有機性廃棄物・有機野菜循環システム

地域の農業実態

メタン発酵などによる自然エネルギーの利用

廃棄物実態

考える 廃棄物の減量化計画

取り組む
堆肥利用の推進

堆肥化の推進
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３．ものの循環に関する「持続可能な地域づくり」 

② 廃棄物排出の少ない工業団地からはじまる地域づくり 

 

工業団地でも廃棄物を減らしていく取組が求められています。 

ここでは、工業団地内で連携して廃棄物の減少に取り組み、さらに周辺の地域と一体となって

ゼロエミッションの輪を広げていく地域づくりについて考えてみましょう。 

 

工場廃棄物の削減に取り組んでみましょう

工業団地全体でのゼロエミッションを目指しましょう　　
・工業団地内の企業間で連携してゼロエミッションを目指しましょう
テーマを拡げてみましょう

・工業団地の外の地域との連携を考えてみましょう
・他の地域と連携して、ゼロエミッションへの工夫をしまょう
・異業種間連携を工夫しましょう

廃棄物の減量計画を考えましょう
・各企業連携した減量化計画を立てましょう

ゼロエミッション工業団地を宣言してみましょう
・工業団地が一体となってゼロエミッションを目指すことを宣言してみ

ましょう
ゼロエミッション工業団地を計画してみましょう

・エコタウン事業などを活用してゼロエミッション工業団地を計画して
みましょう

廃棄物減量化に取組んでみましょう
・企業のごみ減量化対策を推進しましょう
・工業団地全体での推進体制を作ってみましょう

自社の廃棄物の現状を把握しましょう
・ごみとして排出しているものを把握しましょう
・ごみとして排出しているものをリサイクルできるか検討しましょう
・ほかの企業と連携できないか検討しましょう

きっかけ

調べる

さらに

はじめの
一歩

考える

取り組む
（例）

つぎの
一歩

深める

拡げる

支える

ゼロエミッション工業団地推進団体をつくりましょう
・ゼロエミッション推進のために工業団地関係者を中心としたゼロエ　

ミッション推進団体をつくりましょう（参考事例：国母工業団地）

物質循環に加えてエネルギー消費も少ない工業団地を目指すことが考
えられます
工業団地の技術やゼロエミッションへの取組を地域へ活かしたり、他
の地域へ情報発信することを考えてみましょう

 



 

61 
 

 

工業団地の取り組みから
「持続可能な地域づくり」へ

さ
ら
に

つ
ぎ
の
一
歩

は
じ
め
の
一
歩

調べる

ゼロエミッションを目指す

リサイクル手法

協力体制を作る

テーマを拡げる

広域でのネットワークづくり

枠組みを作って参加を求める

廃棄物実態

考える
廃棄物の減量化計画

取り組む 廃棄物減量化に取り組む

ゼロエミッションを目指すことを宣言

ゼロエミッション工業団地の計画

 
 

■参考事例 

○藤沢エコインダストリアルパーク（神奈川県藤沢市）（事例集⑧） 

工場に隣接した住宅敷地に環境負荷低減技術を集大成させ、ゼロエミッションを具体化すべ

く取組を進めています。 
○国母工業団地（山梨県甲府市他）（事例集⑨） 

工業団地からの産業廃棄物ゼロを目指す取組を推進しています。 


